
助
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
、
西
北
五
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
が
主
催
す
る
「
第
六

回
全
国

一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
 

大
会
」
が
五
月
二
十
一
日
、
菊

ケ
丘
運
動
公
園
を
発
着
点
に
五

十

ー
チ
ー
ム
、
約
二
百
人
の
親

子
づ
れ
な
ど
が
参
加
し
て
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
が
毎
年
五
月
の
第
」
1
 

日
曜
日
を
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
 

『も●ご t“鱗N7売武,お弓E‘」‘，“な i.‘，ユこョこジ 1‘，に，1●難ぎ二よ・尋嘱●・~七’汁””響・ 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） ぐ 

、 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

、 

慈
織
欝
嚢
 

議
難
鷲
 細
総
覇繊
 

しかわら 
発行 五所川原市
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青森県五所川原市字岩木町12 

ft0173 -j2111(f 
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市の人口 総数51,411人（男24,555‘女26,856）世帯数15,120 (5 月31日現在） 	（毎月2 回 1日・15日発行） 

Iγ ．ノ’鷺書 

地図を片手に 「さあ～、出発だノ」 

日
と
し
、
廿
交
通
安
全
は
ま
ず

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
か
ら
【
”
をテ
 

ー
マ
に
、
わ
た
し
た
ち
の
街
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
る
と
と
も
に

家
族
や
仲
間
の
健
康
づ
く
り
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

を
目
的
に
開
い
て
い
る
も
の
で
、
 

昨
年
に
続
き
二
年
連
続
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
 

今
年
の
コ
ー
ス
は
、
郷
土
の

史
跡
な
ど
を
中
心
と
し
た
 
「じ

ょ
ん
が
ら
コ
ー
ス
」
と
途
中
に

運
動
を
取
り
入
れ
た
 
「ハ
ッ
ス

ル
コ
ー
ス
」
のー
ーつ
に
分
か
れ
、
 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
ど
ち
ら

も
十
か
所
。
 

参
加
者
は
、
一
分
間
隔
ご
と

に
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
と
、
地
図

を
頼
り
に
、
約
五
キ
ロ
冒
の
コ
 

ー
ス
の
途
中
に
設
け
ら
れ
た
課

題
に
投
戦
し
、
二
時
間
か
ら
一
一

時
間
半
を
か
け
て
全
チ
ー
ム
が

完
歩
を
果
た
し
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

平成元年 

AL,に Ofl 	黒 わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原 
IルuuJ 	亀 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り 

監開き、今日の活力に澗ちた五所川原市を築き 

	

一 	 雄 上げました。 

	

I’ 	 臓 わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

り―15筆叢蕊襲彰A4 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ〈ります。 

0自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 



（第689号）② 広報ごしょがわら 平成元年（1989年）6 月15日 

鷺麟 難
難
難
曹
 

げ’フ「る 

通常総会であいさつする小林理事長 

社
団
法
人
五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
平
成
元

年
度
通
常
総
会
が
五
月
ニ
十
九
日
、
市
民
文
化
会
館
で
会
員
や

関
係
者
な
ど
約
ニ
百
人
が
出席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
に
経
験
や
能
力
を

生
か
し
た
仕
事
を
あ
っせ
ん
し
、
 

就
業
機
会
の
増
大
を
図り
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
昨

年
四
月
に
設
立
し
た
も
の
で
、
 
 

県
内
で
は
青
森
市
、
弘
前
市
、
 

八
戸
市
に
次
い
で
四
番
目
の
セ

ン
タ
ー
で
す
。
 

総
会
で
は
、
小
林
清
蔵
理
事

長
が
 
「他
市
の
初
年
度
の
実
績

に
比
べ
当
市
の
業
績
が
上
回
っ

て
い
る
の
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
誠
実
・
丁寧
な
仕
事
ぶ
り
が

高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員

の
増
強
と
受
注
拡
大
に
努
め
た

い
」
 
と
あ
い
さつ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

こ
の
後
、
白
浜
光
雄
県
商
工

労
働
部
職
業
安
定
課
高
齢
者
対

策
担
当
官
、
逆
瀬
川
清
巳
市
経

済
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
議
案
審
議
に入
り
、
 

初
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
、
 

平
成
元
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
な
ど
を
決
め
た
後
、
役
員
の

改
選
を
行
い
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
 

初
年
度
の
実
績
を
み
る
と
、
 

会
員
数
は
二
百
八
十
四
人
、
市

や
民
間
事
業
所
、
一
般
家庭
な

ど
か
ら
六
百
十
七
件
の
申
し
込

み
が
あ
り
契
約
金
額
は
二
千
「
1
 

百
十
五
万
円
で
、他
市
の
初
年

度
の
実
績
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
ま
す
。
 

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

⑥
理
事
長

・・
小
林清
蔵
 

⑥
常
務
理
事
…
乗
田
孝
一

⑨
理
事
：
村
上
純
一
、平
山
誠

敏
、
三
和
満
、
川
村
恒
儀
、
木

村
重
治
、
長
尾
良
治
、
大
久
保

元
司
、
白
川
ヤ
ツ
エ
 

⑥
監
事

・・
良沢
四
郎
、
渋
谷
謙

造
 

囲
五
所
川
原
市
 

シ
ル
バ
ー
人材
 

セ
ン
タ
ー
と
は
 

五
所
川
原
市
に
居住
す
る
お

お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
定
年
退

職
者
等
で
、
臨
時
的
か
つ
短
期

的
な
仕
事
を
通
じ
て
自
己
の
経

験
と
能
カ
を
活
用
し
、
働
く
こ

と
に
よ
っ
て
自
ら
の
健
康
と
生

き
が
い
の
充
実
を
は
か
り
、
ま

た
社
会
参
加
を
通
じ
て
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
益
法

人
団
体
で
す
。
 

シ
ル
バ
ー
 

人
材
セ
ンタ
ー
 

の
特
色
 

史
「
員
自
身
が
運
営
に
参
画
で

き
る
社
団
法
人
で
、
公
共
的

な
性
格
を
も
ち
、
営
利
を
目
 
 

的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

②
仕
事
の
相
談
に
は
、
請
負

・

委
託
の
契
約
か
ら
完
遂
ま
で

セ
ン
タ
ー
が
責
任
を
も
っ
て

応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

Q

本
員
に
は万
一
に
備
え
て
団

体
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
会員
が
、
仕

事
中
に
け
が
を
し
た
り
、
仕

事
が
原
因
で
病
気
に
か
か
っ

た
と
き
は
傷
害保
険
の
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
Q)
 

④
セ
ン
タ
ー
は
無
料
職
業
紹
介

事
業
の
取
扱
い
も
し
て
い
ま

す
。
 

⑤
配
分
金
は
人
材
セ
ン
タ
ー
が

会
員
に
支
払
い
ま
す
。（
人
材

セ
ン
タ
ー
が
引
き
受
け
た
仕

事
に
対
し
て
、
セ
ン
タ
ー
が

責
任
を
負
い
ま
す
。
な
お
、
 

請
負
代
金
は
一
括
して
人
材

セ
ン
タ
ー
が
受
け
と
り
、
従

事
し
た
会
員
に
配
分
金
を
支

払
い
ま
す
。）
 

(
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麟 鷺糊鷲 

、 

ノルバ-A警ン争、 

の惨；てマ 

( むね6O*LLU （轟姦烹 

蕊議 

A為鳶加 
'I, シルバ一人材センタ― 1 

lて×\ 	*LP,f*I 	/
/fl,** 

' 	* 4
金 

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
な
る
に
は
 

五
所
川
原
市
に
居
住
す
る
 

「お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
」
 

で
、健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
 

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
。
ま
た
退
会
も
自

由
で
す
。
 

▽
会
費
（
年
一
、〇
〇
〇
円
）
 

こ
の
会
費
は
、
セ
ン
タ
ー
と

会
員
と
の
連
絡
費な
ど
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。
 

▽
留
意
事項
 

①
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
 
 

会
員
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
 

セ
ン
タ
ー
に
雇
わ
れ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

②
入
会
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
 

す
ぐ
に
全
員
が
仕
事
に
つ
け

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
ん
な
仕
事は
 

お
ま
か
せ
 

く
だ
さ
い
 

▽
一
般
事
務
 
あ
て
名
、
表
札

書
き
、
毛
筆
を
必
要
と
す
る
証

書
類
、
書
類
・
伝
票
の
整
理
、
 

台
帳
・
名
簿
の
整
理
 

▽
簡
単
な修
繕
 
家
屋
の
小
修

繕
、
簡
単
な
改
造
工
事
、ふ
す

ま
や
障
子
の
張
り
替
え
 

▽
屋
外
の
軽
作
業
 
植
木
の
せ

ん
て
い
、
草
取
り
、
草
刈
り
、
 

り
ん
ご
の
袋
か
け
、み
す
ぐ
り
、
 

り
ん
ご
も
ぎ
 

▽
工
場
内
の
補
助
作
業
 
機
械

の
管
理
、
資
材
整
理
、
清
掃

▽
お
手
伝
い
 
留
守
番
、老
人

の
介
護
、
家
事
手
伝
い
 

※
こ
の
他
、
会
員
に
は
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
の
経
験
者
が
い
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

仕
事
の
依
頼
を
 

お
待
ち
 

し
て
い
ま
す
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
各
事
業

主
か
ら
の
仕
事
の
依
頼
を
お待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

ど
ん
な
仕
事
で
も
結
構
で
す
。
 

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
会
員
の
中
か
ら
希
望
に
添

っ
た
適
任
者
を
派
遣
し
責
任
を

も
っ
て
仕
事
を
や
り
と
げま
す
。
 

仕
事
の
対
価
は
セ
ン
タ
ー
と

の
話
し
合
い
で
決
め
ま
す
。（
一

日
又
は
一
時
間
あ
た
り
）
な
お
、
 

事
務
費
と
し
て
対
価
の
五
％
を
 
 

加
算
し
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

電
話
一
本
で相
談
に
応
じ
ま
 

す
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

〈
事務
局
〉
 

市
内
岩
木
町
二
一
 

市
福
祉
事
務
所
二
階
 

。
⑨
八
八
四
四
番
・
⑩
二
一
 

一
一
番
（
内
線三
六
〇
番
）
 

利
用
者
と会
員

の
声
を
ひ
ろ
っ
 

”
て
みま
し
た
 

〇
岡
上
田
金
物
店
（
市
内
本町
）
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

草
取
り
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

大
変
丁
寧
に
や
っ
て
も
ら
い
と
 
 

て
も
助
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

年
齢
よ
り
若
々
し
く
、
若
い
者

に
負
け
じ
と
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
別
な
仕
事
に
も

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
 

〇
伊
藤
九
左
衛
門
さ
ん
（
市
内

雛
田
I
六
十
八
歳
）
 

趣
味
の
庭
木
の
手
入
れ
な
ど

の
仕
事
を
通
じ
て
、
広
く
人
と

交
際
が
で
き
と
て
も
若
返
っ
た

よ
う
で
、
老
後
の
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
る
毎
日
で
す
。
健
康

で
仕
事
の
貰
え
る
日
を
待
ち
遠

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
 

※
こ
の
ほ
か
、
礼
状
や
電
話
に

よ
る
お
礼
が
多
数
事
務
局
に
届

い
て
い
ま
す
。
 

草取りに精を出す会員たち 
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をお願いしますので、調査に御協力ください。 

なお、この調査について一、ご不明な点は、市

企画課統計調査係（廿（③，)2 111番内線318・ 

319番）へお問い合わせください。 

総務庁では、 7 月1 日現在でHナービス業基

本調査と事業所統計調査を実施します。 サー 

ビス業事業所の事業活動の実態、事業所統計

調査は新設、廃業等の異動状況を調査します。 

6月下旬から調査員が訪間して、調査票の記入 

サービス業基本調査及び事業所統計調査（変動状況に関する調査）に御協力を 

鼻
経
評
鰻
襲
勤
難響
 
暁
る
い街
づ
く
り
に
と
 

津
軽
半
島
五
所
川
原
観
光
物

産
展
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会

が
五
月
二
十
「
百
、
市
内
大
町

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
藤
吉
郎
」
で

関
係
者
約
二
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
委
員
会
は
、
津
軽
半
島
で

生
産
さ
れ
る
優
れ
た
地
場
産
品

の
普
及
・
官伝
を
は
か
り
、
生

産
者
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
と

と
も
に
、
半
島
の
観
光
を
広
く

紹
介
・
宣
伝
し
、地
域
の
活
性
 

、化
を
は
か
る
こ
と
を
狙
い
と
し

て
、
当
市
と
商
工
会
議
所
の
呼

び
か
け
に
応
じ
た
西
北
及
び
東
 
 

郡
の
商
工
関
係
者
、
学
識
経
験

者
が
加
わ
っ
て
発
足
し
た
も
の

で
す
。
 

設
立
総
会
で
は
、
規
約
の
審

議
と
役
員
を
選
出
し
た
後
、
観

光
物
産
展
を
仙
台
市
の
藤
崎
デ

パ
ー
ト
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
観
光
物
産
展
で
は
 
「今
、
 

奥
津
軽
は
ロ
マ
ン
が
い
っ
ぱ
い
」
 

を
テ
ー
マ
に
、
十
一
月
「
百
か

ら
八
日
ま
で
の
六
日
間
、
地
場

産
品
展
示
即
売
会
や
津
軽
た
こ

絵
の
製
作
実
演
、
津
軽
半
島
の

観
光
写
真
展
な
ど
多
彩
な
催
し
 

を
行
い
ま
す
。
 

同
委
員
会
で

は
、
官
民
の
力

を
結
集
し
観
光

物
産
展
を
成
功

さ
せ
、
津
軽
半

島
地
域
の
産
業

振
興
の
ス
テ
ッ

プ
に
し
よ
う
と

誓
い
合
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

委
員
会
の
構

成
員
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 
 

（敬
称
略
）
 

⑨
委
員
長
・
・
花
田正
五
所
川
原

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合会
長

⑨
副
委
員
長
…
三
上
光
男
五
所

川
原
市
内
農
協
懇
談
会
長
、正

木
勉
東
津
軽
郡
商
工
会
連
絡
協

議
会
代
表
 

⑨
監
事
・
・
伊
藤
哲
雄
、
原
慶
之

市
企
画
室
長
 

⑨
委
員
…
川
口
亀
十
郎
五
所
川

原
商
工
会
議
所
会
頭
、
福
沢
正

雄
西
津
軽
郡
商
工
会
連
絡
協
議

会
長
、
角
田
熊

一
北
津
軽郡
同
、
 

佐
々
木
書
『
岡
五
所
川
原
青
年

会
議
所
理
事
長
、春
藤
正
輝
、
 

松
宮
亮
二
、
半
沢
弘
通
、
逆
瀬

川
清
巳
市
経
済
部
長
、
鈴
木
登

志
夫
市
商
工
観
光
課
長
 

出
展
業
者
を
 

募
集
し

ま
す
 

十

一
月
」
百
か
ら
六
日
間
、
 

仙
台
市
の
藤
崎
デ
パ
ー
ト
で
開

催
す
る
観
光物
産
展
へ
出
展
す

る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
申
込
期
限
 
七
月
十
日
卿

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観

光
課

（
●
⑩
二
一
一
一
番
内
線

二
六
〇
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
五

月
二
十
二
日
、
久
保
光
雄
東
北

電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
長
と

金
田
一
均東
北
電
気
工
事
卿
五

所
川
原
営
業
所
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
明
る
い
街
づ
く
り
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
得
路
灯
」
 

五
基
を
寄
贈
、
今
利
則
総
務
部

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
日
か
ら
始
ま
っ

た
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
春
の

サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
多
彩
な
行
事

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
 

今
総
務
部
長
は
、
こ
の
寄
贈

に
対
し
 
「市
民
の
要
望
が
強
い

場
所
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
同
グ
ル
ー
プ
で
は
サ

ー
 

ビ
ス
旬
間
に
先
立
ち
、
五
月
十

九
日
に
は
、
第
四
十
二
回
東
北

電
力
文
化
講
演
会
が
市
民
文
化

会
館
で
女
優
の
岸
田
今
日
子
さ

ん
と
噺
家
の
桂
枝
雀
さ
ん
を
迎

え
て
開
か
れ
、会
場
に
は
約

一

千
五
十
人
の
聴
衆
が
詰
め
掛
け

ま
し
た
。
 

津軽半島五所川原観光物産展実行委員会 

街
路
灯

5
基
 

ー
東
北
電

力
グ

ル
ー
。フ

ー
 今総務部長（左）に目録を手渡す 

久保所長（中）と金田一所長（右） 



お
尋
グ
り
り
ン
ド号
目
園。
曾
 

ー
東
北

電
力
婦
人
と
電
気
の
会

ー
 

  

東
北
電
力
婦
人
と
電
気
の
会
 

（
会員
数
百
三
十
七
人
）
では
 

軍 

 

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

同
会
で
は
、
今
後
も
奉
仕
活
 

る
こ
と
を
目
的
 

い
ま
す
。
 

と
し
て
い
る
グ
 

ル
ー
プ
で
、
今
 

か
ら
喜
ば
れ
ま
 

こ
の
日
は
、
メ
ン
バ
ー
二
十

し
た
。
 

人
が
参
加
し
、
午
前
九
時
か
ら

同
会
は
、
電
 

約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
清
掃
を

気
の
勉
強
を
通
 

行
い
、
空
き
び
ん
や
空
き
缶
、
 

じ
て
、
地
域
と
 
紙

く
ず
な
ど
を
収
集
し
ま
し
た
。
 

贈 

清掃奉仕する会員たち 

瞬
 

利
 

ー
ン
ョ
ン
を
図
 

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
2
J
て
 

1
I

・‘
 

五
月
十
七
日
、
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
 

回
で
十
回
目
の
清
掃
奉
仕
と
な

ド
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
、
市
民
 
り

ま
す
。
 

、
 

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
に
ナ
ナ
カ
マ
ド
2
5本
 

ー
小
原

流
五
所
川
原
支
部

ー
 

小
原
流
五
所
川
原
支
部
（
中
 

三
日
、
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
 
参

加
し
て
開
か
れ
、
こ
の
記
念

野
光
恵
支
部
長
）
で
は
五
月
十
 

ー
の
整
備
に
役
立
て
て
く
だ
さ
 
事
業

の
一
環
と
し
て
ナ
ナ
カ
マ
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に目録を手渡す 柳
郊

典
が
ホ
テ
ル
サ
 

総
野

ン
ル
ー
ト
で
関
 

今
中

係
者
二
百
人
が
 

ー
ー
 
こ
の
日
、

同
 

と
な
り
、
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
 

佑
佐

支
部
の
創
立
三
 
を
訪

れ
る
多
く
の
市
民
か
ら
喜

長
長
十
周
年
記
念

式
 
ば

れ
て
い
ま
す
。
 

い
と
ナ
ナ
カ
マ
 
ド

の
苗
木
を
寄
贈
し
た
も
の
で
、
 

ド
の
苗
木
二
十
 

席
上
、
中
野
支
部
長
が
今
利
則

五
本
（
十
万
円
 

総
務
部
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

相
当
）
を
寄
贈
 

同
支
部
か
ら
の
寄
贈
は
今
回

し
ま
し
た
。
 

で
三
回
目
で
、
延
べ
六
十
五
本
 

        

      

     

ミ愚i慈~鷲Il譲 

     

     

レ開設日 7 月8. 9. 15、 16日。 

7 月22日～8 月31日 （ 8 月13日はお盆のため 

臨時休場とします）一ただし、天候等により 

造釦永て、きないときは休場しますー 

レ利用料金 

区 	分 一 	般 高校生 幼児、小、 
中学生 

共
 
同
  

m回
 

人
  1

 
回
  

206円 103円 51円 

回 	数 	券 
(6回） 1,030円 515円 257円 

団 	 体 
(30人以上1人1回） 103円 51円 25円 

専
 
用
 

午 前 
(9 : 00--12 : 00) 3,090円 

午 後 
(1 	:00-6 :00) 4,120円 

1ー
 
日
・
・
 
《

b
 
 

。一
 
0
 
0
 

、
 0
 
0
 

 

6,180円 

コインロッカー（1回） 10円 

〇利用者は、つり銭のいらぬようご準備願いま 

す。 

※注意事項 

①小学校 3年生以下の児童及び幼児について 

は、成人の付添いが必要です。 （付添い1  

人につき、子供2人まで） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コインロッカーをご 

利用ください。 

（④プールに入る前に準備体操とシャワーの使 

用をお忘れなく。 

（心臓マヒや、筋肉のケイ レンを防止しま 

すJ 

⑤ちょっとのいたずらが大きな事故のもとに 

なります。 

プールの中で悪ふぎけはいけません。 

⑥水泳で5Orn 泳いだ時の疲労度は、陸上競技 

のlOOm競争に匹敵するといわれています。 

15分水泳を楽しんだら 5分間の休憩を必 

ずとりましょう。 

⑦飛び込みは、一切禁止しています。 

⑧プールでは、必ず監視人の指示に従ってく 

ださい。 

＠お間い合わせ先 

五所川原ili教育委員会社会教育課 

か電る)2 111番内線248番 



レ加入できる人 五所川原市に住民登録をして

いるメ、。 

レ会費 平成 2 年 3 月31日まて、350円。なお、 

グルーフpなどで20メJこよ上が加入される場合は

団体の取り扱いをし、 1人につき 20円が返還

されます。 

ン加入申し込み及び間い合わせ先 

市役所市民課交通防犯対策室（ft⑩21: 1番内

線280番）又は市役所各支所へお願いします。 

＠」誠斉見舞金の対象となるもの 

〇歩いていて車にはねられたり、ひかれたり し 

をして 	た事故。 

ソなお、 	身事故。 

たり し 	さい。 
~ 
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裁接あカで無断転用秘ぐじ勲謙ザ 
農地は、昔から多くの人々が苦労して築きあ 

げてきた地域（むら）の貴重な資源です。 

無断転用はまわりの人々に大きな迷惑をかけ 

ます。 転用するときは農業委員会を通じて秩序 

ある転用をしましょう。 

農地を守るのはあなたです。 

⑥農地等の転用は許可が必要です．ノ 

1 ．農地法第 4 条許可申請について（農地の転用 

の制限） 

本文一農地を農地以外のものにする者は、県知 

事の許可を受けなければならない。 

2．農地法第 5 条許可申請について（農地又は採 

一 草放牧地の転用のための権利移動の制限）  

本文 農地を農地」,lよ外のものにするため又は採

草放l枚地を採草放l枚地以外のものにするため、 

権利を設定し、又は移転する場合には、県知事

の許可を受けなければならない。 

〇農地等の転用にあたっては、他法令との関係

からさまざまな制限もあり、許可にならない

場合もありますので注意してください。 

〇市農業委員会（か電，)2 111番内線229番）で

は、農地転用の事前相談等に幅広く1志ずると

ともに、必要な情報の提供を積極的に行うた

め、 4 月1 日から農地転用に関する相談窓ロ

を開設しました。（電話での木目談も可） 

蝋'flUSh.犠UA 鯉樵お済み幕か？ 
まだ加入していない方は早目にお申し込みを．ノ 

’電”“.”謡いー 

〇自動車、バイク、 自転車などの交通によるメ、 

場合は 〇交通事故によって死亡し、又は傷害を受けた 

が返還 	場合で、 日本全国どこで起った事故でも対象 

となります。 

〇電車、汽車、航空機、船舶などによる事故は 

ll番内 	支払いの対象になりません。 

します。 ※交通事故又は相手のいない自転車の自損事故 

でも必ず警察署・最寄りの交番に届けてくだ 

共 済 見 舞 金 の ， 頂 昭7 「fl 63年度当市の共済見舞金給付状況 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 支払件数 支払金額 事 	故 	類 型 

死 亡 し た 場 合 1 800,000円 3 件 2,400,000円 〇横断中車と衝突。 

0自転車運転中の正面衝突 

〇自転車、バイク運転中の
ノ、ンドル操作の過ち。 

0道路上の障害物による自
転車、バイクの転倒。 

0車から降りようとした際、 
車の急発進で転倒又は指
をはさんだりの怪我。 

〇歩行中または自転車、バ
イク運転中車が急に後か
らやってきてとっさに身
の危険を感じての転倒。 

＠いわゆる道路上において
の交通事故です。 

実治療日数 
180日以上 

で 

入院 180日以上を含む 2 150,000 5 750,000 

入院90日以上 180日未
満を含む 

3 130,000 1 130,000 

入院90日未満又は入院
なきものを含む 4 110,000 0 0 

実治療日数 
90日以上 

180日未満で 

入院 90日以上を含む 5 80,000 9 720,000 

入院90日未満又は入院
なきものを含む 6 60,000 11 660,000 

実治療日数 60日以上 90日未満 7 45,000 7 315,000 

実治療日数 30日以上 60日未満 8 35,000 28 980,000 

実治療日数 10日以上 30日未満 9 25,000 22 550,000 

実治療日数 10日未満 10 15,000 18 270,000 

合 	 計 104 件 6,775,000 

※見舞金の請求期間は、いずれの場合も傷害を受けた日から 1 年以内に限ります。 
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県婦人就業援助センターでは、棒針編の基礎 

的な技術を生かしたセーターの編み方の講習を 

行います。 

レとき 6 月30日～7 月14日（火・金曜の 5 日 

間） 

レじかん 午前10時～午後 2日寺 

ンところ 働く婦人の家 

ン人数 15名（定員になり次第しめきり） 

レ受講料 無料（材料自己負担） 

I::'申し込み先 県婦人就業援助センター佐々木 

（働く婦人の家内か（⑩8898番）まで。 

飼い犬の適正管理の 
徹底について 
―五所川原保健所ー 

1．大型犬の飼養管理には、頑丈な 「おり」 又は

犬の脱走防止のための 「さく」 等を用い、人

身に危害を加える恐くれがない状態で適正に飼

養管理をすること。 

2. 「おり又はさく」 の出入口の扉は二重にし、 

錠等を設け、係留中は必ず施錠の確認をする 

、こと。 

3.「おり又はさく」 の保守点検を実施し、破損

箇所は速やかに整備をすること。 

4.引き運動は、頑丈な首輪と鎖又は綱を確実に

装着し、かっ完全に制御できる人が行い、通

行人等に危害を加えない場所・時間に行うこ

と。 

「柔道教室」参加者募集 
武道を通して心身のイ建全な発達を願う．ノ 

レ対象 小学生（男女を間いませ‘ん） 

レ稽古日 月、水、金（週3 回）ー祭日は休み 

レ日寺間 午後 5日寺30分～ 7日寺 

ン場所 三道会館 

※詳しいことは、池田栄一郎さん（市内'Iは需田丁 

か⑩4631番）へどうぞ。 

韮菖蔵を見にーー．....,% 

いらっしゃいませんか 
=＝市広域新農業センター ー 

当センターには、明治神宮から譲り受けた由

緒ある花菖蒲が98品種・15,000株あります。 

市民の皆さん、是非ご観賞ください。 

ンみごろ 7 月上旬～7 月中旬 

レ開園時間 午前8 時30分～午後 5 時 

レ希望者には、花菖蒲のカフ’分けをします（有

料）。‘又、アンズ、梅の実も販売いたします。 

※天候不順などにより、花菖蒲の最盛期がおく

れることもありますので、前もって市広域新

農業センター（廿電2)2104番り へお間い合わせ 

ください。 
	 、 

警察官採用試験 
県警本部では、警察官（大学卒）の採用試験

を行います。 

験
別
 

試
躍
鱗
 

受 験 資 格 
採
予
人
 
用
定

員
 

試験日程 

昭和37年4 月 2 日 ⑥第1次 

’から昭和43年4 月1 試験 

日までに生まれた男 7 月30日 

警察官 子で、学校教育法に （日） 

(A) よる大学の学部を卒 
青森商業
高等学校 

平成 2 業した者又は平成 2 約20人 
＠第2 次 

年4 月 年 3 月31日までに卒 
試験 

採 用 業する見込みの者（人 9 月 5 日 
事委員会が同等の資 因 
格があると認める者 青森県 

を含むJ 警察本部 

レ受験申し込み 7 月 3 日まて、 

なお、警視庁、神奈川県、千葉県、埼玉県、 

及び静岡県の警察官を志望する人も同時に受験

することができます。 

※詳しいことは、五所川原警察署（胃電5)2 141番） 

へどうそ％ 

（ ロ閲の市民体育館・市営球場催し物案内 
●市民体育館 ・市営越掃 

2 日 ナイターバスケッ ト開会式（9:00----) 1 日・8 日 	県少年野球（中学）予選（9:00-) 
4 日 新日本フ。ロレス （18:00-) 2 日 西北50才野球（9:00-) 
9 日 市民バドミン トン選手権大会（9:00-) 9 日 県少年野球（学童）予選（9:00-) 
16日 県少林寺拳法大会（9:00-) 22日 五市保1建所県大会（9:00～り 

28日 市内小学校ポートボール大会（9:00-) 23日 ロータスクラブ野球大会（9:00-) 
30日 市身体障害者スポーツ大会（9:00 -) 25日 西北五農協青年部野球大会（9 :00-) 

29日・～31日 日本女子ソフ トニ」さール I) ーク声戦 



みんなの健康教室 
時

所師 

日 場 講 レレ＞ 

レテーマ 

レ主 催 

6 月23 日（金）午後 1日寺 

市保健センター 

江渡淳治先生 

（江渡医院院長） 

「脳の話（ボケを中心に）」 

北五医師会・市民保健協議会 
一 	 ，」 
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ツ反・BCG接種 
お子さんの健康を守るために、ぜひ接種を受 

けさせましょうノ 

レ対象 生後6 か月から48か月までの乳幼児 

（ただし、いままでにB CGの接種を受けた 

乳幼児は除きますJ 
レ受付時間 午後1日寺一-1時30分 

レ場所 ili保健センター 

>料金 無料 

）注意事項 （ユ）母子健康手帳は必らず持参して 

ください。（②当日の朝、必らず体温を計って 

手持ちの問診票に記入してください。（③お子 

さんの体質を良く知っている方がお連れくだ 

さい。 

地 	区 	名 ッ 	反 B C G 
五
七
 
小
和
 
学

地
 
区
区
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6 月28日困 6 月30日団 

栄地区（みどり町除く） 
長 	橋 	地 	区 

7 月4 日因 7 月 6 日困 
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7 月 5 日困 7 月7 日圏 
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7 月19日困 7 月21日団 

中三
松
 
川
好
島
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地
  

8 月1日因 8 月 3 日困 

※上記についてのお問い合わせは、市衛生課（廿 

G) 2 111番内線26 8-.2 72番）へどうぞ。 

7月の保健センター相談日 
7 月 7 ・ 14 ・21・28日でトす。（毎週金曜日） 

-7・21日は正午までー 

ン時間 午前10時～午後 3日寺 

レ内容 保健婦が血圧測定、尿検査等を含めた

健康相談に応じまずので、赤ちゃんからお年

寄りまでお気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 45-13 : 00まて、 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン 

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （①）6 カ月児健康相談の際に、神経芽細 

・胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝i刺生の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H元年3 月生 7 月11日因 健康診査 

6 カ月児 S63年12月生 7 月18日因 健康相談 

1 歳 児 S63年6 月生 7 月24日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年1月生 7 月25日因 健康診査 

3 歳 児 S 61年 3 月生 7 月20日困 健康診査 

無料巡回診療 
疾病の早期発見のため、無料巡回診療を行い

ます。 当該地区の方はお気軽にどうそ％ 

月 	日 地区名 時 	間 場 	所 医師名 

6 月22日
困 

朝日興隆 
午後1時 
-2時 

婦人ホ―ム 兼
 
平
 
亘
生
 

先
  6 月29日

困 
共 	栄 

午後1時 
-2時 

共栄集会所 
三上光次 

先生 

7 月12日
困 

高 	野 午後1時 
-2時 

高野文化 
センタ― 

冨田重照 
先生 

7 月26日
困 

若 	山 午後1時 
-2時 

若山公民館 
小笠原精樹 

先生 

7 月28日
圏 

中 	泉 
午後1時 
-2時 

中泉集会場 
対馬昭幸 

先生 

二；ン‘，か＝i‘い“】二 	一・’:: 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

ft34-4999番 
（救急医療部会） 
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